女王の椅子二部本編

　　　　　　　　　　　　　　３
　傷ついた獣のように、萌が暗いバーの片隅で待っていた。カウンターに頬杖を突き、溶けていく氷を見つめていた。スーツ姿の男が一人、そっと傍に寄った。

「待ったか」

　その男が隣に座りかけたが、萌が立ち上がった。

「座らなくても、いいわよ」

「なんだ。用でもあるのか」

「そう、早くして」

　男は、封筒を萌に渡した。

「今夜行くからな」

　萌は、腕時計を外して男に手渡した。

「さあ、何時になるかわからない。朝まで帰らないかもね」

　そう言った萌は、千円札を一枚カウンターに置いて店を出て行った。外は、まだ明るい。萌は一つ伸びをすると駆け出した。

　四条大橋、則之が橋の欄干から河原に並ぶ恋人たちを眺めていた。萌は、そっと彼の脇腹を突いた。

「待った」

「ああ、一時間ほどな」

「なんや、そのくらい、私なんか十八年も待ったんや」

　則之は、頭を掻きながら、

「まだ、言うか」

　萌は、もう一度脇腹を小突いて言った。

「そう、女の情念って怖いのよ。うそ、ごめんね野暮用があって」

「うん、かまへん。それより、何処に行こう」

「ボーリング、ご飯、ゲームセンター、それからお酒」

「よっしゃ、ほな行こか」

　その夜、萌の笑顔は、ずっと絶えなかった。何が楽しいのか分からないが、止めどなく話し、グラスを空けていった。午前二時、はしゃぎ過ぎたのか萌の気分が悪くなり、則之は彼女を家まで送った。彼女が住むマンションの前でタクシーを止め、部屋まで送ろうとした。
「ここで、良いです。ありがとう、楽しかった」

「そうか、じゃまたな。おやすみ」

「はい、おやすみなさい」

　萌は、タクシーが見えなくなるまで、手を振っていた。それが、元気な萌の最後の姿だった。翌朝、萌がベランダで倒れているところを隣の住人に発見された。脳挫傷、意識不明のまま一週間が過ぎた。則之にそれを知らせたのは、倉持だった。部屋は、争った形跡がなく、酔った萌が窓を開けようとして倒れたというのが警察の見解だった。

「しかし、それほど酔ってないと思うけどなあ」

　則之は、タクシーを見送る萌の元気な姿から、現場の想像がつかなかった。

「ああ、おまえの言うとおり、警察内部にも疑っているやつ、いや、お嬢さんが一人いる」

　その時、ドアをノックする音がした。

「はい」

　則之がドアを開けると、美鶴が警察手帳を持って立っていた。

「藤原さんですね」

「はい、そうです」

　美鶴は、日に一度、萌の様態を見に行っていた。今朝、ほんの少しの間だけ、彼女の意識が戻り、則之の名前とマンションの名前を言って気を失った。美鶴は、それを則之に伝えに来たのだった。

「藤原さんは、彼女の恋人ですか」

「いいえ、高校の後輩です」

　そして、則之が高校の名を言うと美鶴の表情が、刑事から普通の女性に戻った。

「ええ、それなら、夕紀さんと同級生ですか」

　驚いたのは、則之も同様だった。

「あれ、刑事さん、夕紀ちゃんを知っているのですか」

「はい、そうです」

　その会話に倉持が口を挟んだ。

「刑事さん、俺たち同じ事件を追っているようですね」

「さあ、何のことでしょう」

　とぼける美鶴に則之が言った。

「まあ、それは置いておくとして。萌の様態、どうなんですか」

「ああ、そうそう。命が助かっても障害が残ると医師が言っていました。そして、彼女妊娠しています。それで、あなたが父親だと思ったのですが、違ったようですね」

　

　美鶴は、ベランダの花に目を留めた。

「あら、花が。男の人には、珍しいですね」

「それか、夕紀ちゃんが持ってきたユウガオ」

「そうですか。ねえ、藤原さん。あの夜、萌さんは誰かと会っていたみたいですよ。心当たりは、ありませんか」

　則之は、何も言わずに倉持を見た。返事をしない則之に美鶴がもう一度言った。

「何かありませんか。そう、例えば恋人がいるとか。そういう話、何か聞いていませんか」

　倉持が何か言おうとしたが、先に美鶴が言った。

「野田って名前、聞いたことがありませんか」

　則之は、窓際に歩いて行き、

「話しが見えないね。あんた、何を探っている」

「今は、まだ話せません」

　倉持が美鶴に言った。

「まあ、ええわ。洗いざらい言うたる。俺は、夕紀さんの父上から野田の身辺を調べるように言われた。最初は、見合い相手の素行調査かと思っていたが、違う目的があったらしい。バイオン製薬の一部の者が、何か影で良からぬことをやっている」

　美鶴は、手帳を取り出して言った。

「それで、何がわかりました」

　倉持は、立ち上がり則之と並んで言った。

「さあ、今のところ成果なし。麻薬の密売かと思ったけど、そうでもなさそうや。もっと恐ろしいことかもな。それに萌が、一枚噛んでいるような気がして、近づいた。しかし、その萌が意識不明の重体では何も分からん」

　美鶴は、則之に言った。

「ねえ、藤原さん。夕紀さんって何者。どこから来たの」

「なんや急に」

「いえ、なんとなく聞いてみただけです」

「彼女は、エジプトの女王カシオペアの血を引く」

「ええっ、うそ」

「だと面白いなあ。というお話」

則之は、そう言うなり窓にカギを掛けて言った。

「これから、萌の家に行こう」

「行っても、入れませんよ」

　そう言う美鶴に則之が、

「その手帳、それが有れば入れるやろう」

「でも、そんなこと」

　則之は、美鶴を睨み低い声で言った。

「萌が俺の名前を出した。委任状みたいなもんや。あんたが証人。さあ、行こうか」

　

萌の部屋は、特に異常がないように思われた。美鶴は、まず萌が倒れた位置に近づいた。

「彼女、倒れるとき何を見たのかしら」

　美鶴は、そう言うと振り返った。

「この部屋、整い過ぎているわね」

　倉持と則之は、萌のワープロに電源を入れていた。

「あかんなあ、何にも残ってない」

　倉持が付属のフロッピーディスクを開いたのだが、中味は消去されていた。そして、ワープロ内部のインクリボンを取り出した。

「これも、あかん。全く使ってないな」

　美鶴が、窓際からワープロの傍に移動しようとすると、彼女のポケベルが鳴った。

「ここには、何もないわ。病院に行くわよ」

　倉持は、美鶴から見えないようにシステムファイルをポケットに入れた。そして、仕事があると言って二人と別れた。

「萌」

　則之は、ベッドで目を閉じている萌に呼びかけた。萌は、薄目を開けて則之を見た。

「萌、俺や。わかるか」

　萌の乾いた唇が、小さく動いた。則之は、彼女の頬に耳を寄せると、頭が痛いと訴えていた。

「倒れて、頭を打ったこと覚えてないのか。」

　小さく肯く萌の手を握った則之は、頭に巻かれた包帯にそっと触れた。すると萌の口元が緩み、長いまつげが涙で光った。萌は、則之の手を握ったまま、眠りに入った。萌の寝息が聞こえる。則之は、ゆっくり手を放し病室を出た。外では、美鶴が待っていた。

「記憶がないのは、睡眠導入剤のせいらしいわ。ベンゾジアゼピン健忘だって」

「なんやそれ」

「薬よ。抗不安薬、不安を取り除いて催眠作用があるけど、記憶障害を起こすことがあるらしいわ」

「惚れ薬の逆か」

　美鶴は、頬を膨らませて言った。

「ちょっと、チャカさないでよ」

「冗談やない。記憶障害は、ともかく。不安があるから、そういう薬を使ったのやろう」

「それにアルコールと併用すると錯乱することもあるって」

　則之は、頭を抱えた。

「いったい、何をやっていたのや」

「まだ、あるわよ。彼女の血液から、塩酸チアプリドが検出された。これは、痴呆症の薬」

「どういうことや。薬で忘れたり、思い出したりっていうことか」

「さあね」

　ひき逃げ事件は、予想外の顛末を迎えた。被疑者死亡、八丁林道から転落した乗用車から遺体が発見された。死後三週間、ひき逃げ直後に逃走を試み、運転を誤って転落した。所持していた免許証から、山科に住む二十歳、無職の男性と判明。車のバンパーとボンネットに付着した繊維が、夕紀の父が着ていた物と一致。また、助手席側のドアに被害者の血液が付着していた。この男に逮捕歴は無かったが、シートにヘロインと血液が残っていた。

捜査の結論は、夕紀の父に接触した被疑者が、介抱するように見せかけて車に引き入れヘロインを服用させた。そして、一度開放したのだが、父が交番に向かったためにひき殺した。被疑者は、交通事故と麻薬不法所持の発覚を恐れたことによる犯行と断定された。

美鶴は夕紀に報告をした後、則之がいる事務所に立ち寄った。時刻は、午後六時を過ぎていた。事務所では、ジャージ姿の則之が一人で待っていた。

「そうか、被疑者死亡で一件落着。まずは、良かった、ということやね」

「でも、犯行が短絡的なようで、計画していたような。しっくりいかないわね。萌の件もそう」

「萌の件、夕紀ちゃんに言うたのか」

「いいえ、言ってません」

「絶対に言うなよ。余計な動揺を与えるだけや」

　美鶴は、小首を傾げて、

「ねえ、どうしてジャージなの。いつもその姿で、仕事しているの」

「ああ、これね。これから、倉持と練習に行く」

「練習、何の。」

　則之は、立ち上がり肩を回しながら言った。

「槍投げの練習。」

「何それ、ウソでしょう」

「疑うなら、ついておいで」

　

　美鶴が則之に付いて行くと、夕暮れのグラウンドに倉持が待っていた。陸上競技の槍投げを想像していたが、二人が始めたのは的当てゲームだった。槍は陸上競技用、的はドラム缶だった。

「巨大なダーツね。私もやりたい」

　そう言う美鶴に二人は、同時に言った。

「あかん、危ない」

「あかん、やめとき」

「どうして、私なら大丈夫よ。拳銃だって使えるよ」

　則之は、槍を持ち上げて言った。

「そこで、見とき」

　そして、三十メートル離れた的に向かって投げた。夕日に光る槍は、ドラム缶の横に突き刺さった。

「ねえ、どこが危ないのよ」

　次に倉持が投げた槍は、失速してドラム缶の手前で跳ね返った。

「ほら、刺さらないと危ない。わかったか」

「ふうん、難しいのね」

　則之と倉持の力量は、明らかに違っていた。的に狙いをつける則之の姿には、殺気のようなものを感じる。的は五十メートルの距離に置かれた。倉持の槍は、全く到達出来なかったが、則之が放った槍はドラム缶を貫いた。

「ねえ、自動車のボディに当てたらどうなるの」

　槍を取りに行った則之に代わって、倉持が答えた。

「そら、運転手に突き刺さるやろうなあ」

「うーむ、殺傷能力あり、ね」

「おいおい、凶器準備集合罪とか言うなよ」

　美鶴は、舌を出して笑った。

「冗談よ。いつもこんなこと、やってるの」

「いいや、五年ぶりかな。あいつ、急に言い出した」

　的から槍を抜いた則之は、それを両手でひねると槍が二つに分かれた。

「さてと、帰ろうか」

　彼は、そう言ながら美鶴に近づいた。

「へえ、畳めるようになっているのね」

　則之は、先端にカバーをかけて言った。

「わざわざ、こんな遊びが見たくて来た訳やないやろう」

「ちょっと、待って」

　美鶴は内ポケットからサングラスを取り出した。則之と倉持は、黙って彼女の仕草を見つめていた。美鶴の顔には、少し大きすぎるようだ。彼女は、サングラスをかけた顔で、重そうにゆっくりと周囲を見た。グラウンドの周りは、人通りや車の往来が増えていた。ネット越しに三人の様子を見ている小学生もいる。西の空には、宵の明星が輝いていた。美鶴は低い声で言った。

「倉持さん、何か掴んだのでしょう。野田が何をやっていたのか、知っていることを言いなさい」

　美鶴の視線は、倉持に注がれているように見えたが、彼女の体が微妙に動いていた。則之は、背伸びをしてサングラスの上から、彼女の目を覗いた。そして、彼女の肩を軽く叩いて言った。

「おいおい、そのサングラスはハッタリかいな」

　肩を叩かれた美鶴は、

「えっ、ばれましたか。だって、男二人相手に、怖いもん」

美鶴の顔は、倉持に向いていたが、サングラスに隠れた瞼は閉じられていたのだった。苦笑いを浮かべた倉持は、肩の力を抜いて言った。

「おもろい子やな。まあ、ええわ」

　父から倉持への依頼は、野田の素行調査ではなかった。バイオンの新規取引先であるアビド商事を調査から派生した、おまけのようなものだった。元々、農耕機械の輸出を得手とするアビドは、その販売網を生かしバイオン製の除草剤や殺虫剤を輸出するようになった。売上は順調に伸びていった。だが、父が偶然にも薬品の原材料製造会社に立ち寄った際、以前より仕入量が減っていることを聞かされた。

特に不信を抱いたわけでもなかったが、部下を使い事情を調べた結果、仕入量の減少は効率の良い製造システムのためだという報告だった。その直後、娘の夕紀に縁談が持ち上がった。社員である野田、あまり気乗りがしなかたったが、見合いそのものを断る理由もなく、夕紀と会わせることになった。

はっきりした疑心ではないが、背任の匂いを感じた父は、倉持にアビドの調査を依頼した。倉持は、まず開発部の社員を追跡した。ある日、追跡中の社員が萌の銀行に立ち寄った。

「それで、常務も知らない裏金が動いていると睨んだわけや」

則之は、倉持の槍を持ち上げて言った。

「ああ、腹減った。なんか食いに行こうか。美鶴さんも行くか。倉持のおごりや」

「なんで、俺のおごりやねん。」

「あれだけ的外しておいて、ただで済むわけないやろ」

「そら、昔はそういうルールやったけどな」

　倉持は、そう言いながら美鶴を見た。そして、則之の腕を掴み、

「なあ、美鶴さん。こいつ賭博取締法違反で逮捕してやって」

　美鶴の右眉がサングラスの上に吊り上った。

「この近くに美味しい蕎麦屋があるんだけど」

　倉持は、頭を掻きながら言った。

「おいおい、人の話聞いてないのか」

「いいえ、ちゃんと聞いていました。倉持さんのおごりでしょ」

　則之は蕎麦屋に行く道すがら、公衆電話から夕紀に電話を入れた。電話ボックスの明りに則之の笑みが見える。美鶴は、倉持のシャツを軽く引っ張った。

「ねえ、ねえ、藤原さんの顔が違う」

「えっ、どういう意味や」

「だって、いつも優しい顔だけど、それは大人の表情でしょ」

「そうか、そら大人やもんなあ。」

　美鶴は、小首を傾げてにやりと笑った。

「ほら、あれ、さっちゃんみたいな感じ」

「さっちゃん、なんやそれ」

　倉持も首を横にして、則之を見た。美鶴は、小さな声で唄った。

「さっちゃんは、ね。さちこって言うんだ、ほんとは、ね」

　そして、また倉持のシャツを掴んで言った。

「ほら、なんだか子供みたいでしょ」

　倉持は、ズボンのポケットに手を入れて言った。

「さっちゃんねえ。えらい懐かしい唄やな」

　美鶴は、独り言のように唄った。

「みっちゃんは、ね、お酒が大好き、ほんとはね」

「それは、催促か」

　美鶴は、にっこり笑って言った。

「あら、そういうふうに聞こえましたか」

「他に意図があるのか」

「じゃ、そういうことで。」

「あほ、警官が善良な市民にたかるなよな」

「あなたのどこが、善良な市民なのよ。叩けば、ホコリが出る身でしょ」

「わかった、わかった。お銚子一本だけな」

　美鶴は、舌を出して、

「しぶちーん」

「ほう、ほな、今度二人で飲みに行こうか」

　美鶴は、手帳をめくって言った。

「あら、五年先まで予定が詰まってるわ。残念ね」

「もう、ええ」

　冷酒をグッと飲み干した美鶴は、ふっと息を吐いた。

「私は、ひき逃げ事件のかたがついたと思っていないの」

　美鶴は、そう言うと蕎麦をすすった。一杯の酒が食欲をそそる。

「捜査打ち切り、だから単独行動なの。それで、二人に手伝ってほしいの」

　則之は、鰹の塩辛をつまんで言った。

「何をすれば良い」

　美鶴は、折り畳んだ紙を広げた。それは、ひき逃げの被疑者が持っていた山岳地図のコピーだった。峰や尾根、林道などが描かれている。その所々に塗りつぶした円形の印しがあった。倉持は、地図を眺めて言った。

「これ、花背の方かな」

「そうらしいわ。それで、そのマークがある所を調べて欲しいのよ」

　則之は、コピーの端にかすれた文字を見つけた。

「うん、これなんやろう。ええっと、遠、瀬、か」
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